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砂21世紀への版画教育

先般、臨時教育審議会から 美術家連盟に美術大

学に関しての答 申があ ったので、美術大学に版画

科設置の要望を提出しておいた。その後いろいろ

な場所からの情報を集めて見ると、内容の整備に

よって21世紀への教育体系を作り出してゆこうと

言う より、入試制度の変行、 6・3制の変行と 言っ

た外形的で一般受けしそ うな政治的ショーでしか

ないように思えて、教育臨審にすっかり失望して

いる。あえて制度の変行と書いたのはそれが改革

で無く、あまりに表皮に過ぎるからである。

1970年代学生運動が盛であ った頃は、ひとつの

教育の反省期であ った。古い教育制度や教育体系

の中に新しい時代の要望が入りきらなくなったと

思われる 。古典的な学聞の体系と、新しい時代を

取り込んで常にクリ エートして行〈部分とが、教

育の体系と制度の中になければならない。

文部省が、「教育とは先人の残した文化遺産の継

承である」と言っていたものに、継承と共に「創

造」を入れるのがやっと昭和40年代である 。「制度

は常に時代を追認するに過ぎない」と 言う のは真

理である 。

多摩美術大学に私が行った16年前は版画の学生

が5-6名であ った。今、大学院まで80名の学生が版

画を専攻している 。女子美術大学も版画科が出来、

毎年20名が入学しているので、約80名の版画専攻

が居ることになる。東京芸大、造形大、日大、京都芸

• 大、それに新らしい版画専攻の準備が出来つつあ

る武蔵野美大を加えると総計300名ほどの版画専

攻の学生が居て毎年 120-30名の卒業生が出るの

ではないかと考えられる。

近年、日本版画協会で地方からの入選者が少な

く、受賞者の大半が美術学校出であることが問題に

なった。版画専攻の美大生が15、6年の内にこれだ

け増えたのだから、当然のことである。若い人達の
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作品水準の急速な高ま りから見ても 、むし ろわれ

われの努力を賞賛されなければならない。版画協

会倉IJ成期に先輩が熱望した時代を今、大学版画研

究会は実現しつつあると自負せざるを得ない。

版画グランプ リ展、版画大賞展、期待の新人作

家展等、現在行なわれている各種の版画公募展の

入選者名簿を見ると、 8割から 9割が美術大学な

いしは、美術関係の学校の卒業生である 。

日本版画協会の1956年、 24回展では会員87名中、

美術学校出は7-8名に過ぎないが、現在、139名の会

員中、美術学校系出身者が半数に近づきつつあり、

準会員の比率はもっと高いはずである。出品者は

他の公募展に見られる通りであり、油絵以上に技

術的要素が大きいのだから当然のことであるかも

知れない。その変化と共に、24回展に87名会員中、

木版、76名銅版 8名孔版 2名 石 版 1名が、 53

回展現在、会員139名中、木版59名、銅版47名、石版

20名、孔版13名と版穏も多様化している 。かつて、

独学 、又は先輩に付いて習ったものが、充実した設

備と明確な指導によ って高率良〈習学されている。

年々増え続けるこの若い才能の蓄積が世界に知ら

れた B本の浮世絵を越える時代を作るだろうと期

待するのである。

日本版画協会が公募を圏内から圏内外に切り変

えた今年圏内出品者に追る国外出品者のあったこ

とは、いかに、日本の版画の評価が高いかを裏付

けるものであ った。

これ等を勘案して見ると 、版画教育の重要さは

時代の要求であり、版画科と 言う 制度によ って時

代の追認をする時期は近いように思われる 。大学

版画研究会はその時の為にも調査 、研究を充分に

し、21世紀に答えうる版画教育の場を作り上げね

ばならないと考える。



砂女子美術大学版画科10年の軌跡

大学版画研究会が昭和49年 11月に発足して丸12年に

なります。そして初代会長駒井哲郎先生が逝って10年、

その追悼展、銀杏樹展もこの 6月に閲かれました。

女子美術大学版画科は今年の 4月で10年目をむかえ

ました。美術大学の中に古くて新しい分野の版画科を

開設することは、従来とは違った方法論を模索すること

に意義を見い出さなければならないにもかかわらず試

行錯誤の日々でありました。 しかしながら85年の伝統

を持つ女子美術大学に於いて突然他に先がけて版画科

が開設出来たこと自体、当事者にと って も鰐きでありま

した。その原動力は、古き伝統の中にあって新しさを

求める女子美術大学の校風と共に、大学版画研究会の

存在も無視することはできません。版厨科設置促進協

議会(仮称)のもとに大学の版画関係者が集まり、そこ

でぺ段初に進めた事は、各大学の版画教育(設備を含め

た)笑情調査と、第一次カリキュラム私案の作成であ

った。

版画科開設に当り、カリキュラム私案と大学教育に

おける版画の位置づけが大学執行部を動かす大きな力

となった。今後予想される各大学における版画科開設

とその問題点、具体的で実践的な第二次カリキュラム

私案の検討にむけて、女子美術大学における開設の経過

と実際上の諸問題等、資料を添えて報告する次第てす。

一、開設までの経過

(1) 版画としての授業は駒井、女屋両先生による試験

的導入に始まり、学部、短大の油絵学生の集中講議、

49年度よりの 3、 4年次版画コース(版画を卒業制

作として認める)の実施。

(2)学部と短大との関係。大学事情として短大定員を減

らし学部定員を増す方針。

(3) 版画工房、設備の統合化、共通版画の取り扱い。

(4) ビジョン委員会による検討。カリキュラム私案+

女子美カリキュラム、研究会の資料提出。募集方法

の検討(学部、短大の 3年編入による定員確保)入

学定員、その場合版画、油絵相互の希望者より選抜、

版画コース、油絵コースに分けて選択等。

(5) ピジョン委員会の決定、 50年 7月理事会の決定、

10月専任教員 1名の確保。

二、学生定員

入学定員20名、会計80名、 3年次よりの編入者若干名

(但し欠員が生じた場合)。内わけは推薦入学 者4名(付

属高校)、入学試験選抜者16名。初年度受験者数61名、

60年度52名、平均競争率約 3倍前後。

三、入学者選抜方法

(1) 洋画希望者は版画コース、油絵コースの希望を明

記する 。

(2) 入試は洋画として一括して実施する。

(3) 合否判定は、版画、洋画別に行ない成績上位の者

から合格とする。

(4) 採点は洋画全体で行なう 。但し版画コースは版画

担当者の意見を尊重する。

(5) 入試問題、 51年 -58年まで、学科全学共通一国語、

外国語 、社会、実技鉛筆デ yサン、油彩又は水彩

による静物、 59年度より、学科全学共通一国語、外

国語、実技ー油彩又は水彩による人物。

回、卒業必修科目及び単位数

カリキュラム作成上の源となり必修科目68単位と選抜

科目 8単位の合計76単位。(一般科目を除く)

資料 1参照。
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五、教員定員

洋画専攻の定員枠として学内で位置づけられる。版画

コース、専任教員 2名(洋画10名の内、版画 2名)。助

手 2名(洋画 6名の内版画 2名)。他に非常勤講師若干

名。

六、工房及び設備

(1) デ yサン室、 112m'、 1、2年次40名。共通版画工

房、 123m'¥20-40名。専攻版画工房、 226m¥ 3、4

年次40名。

(2) 設備、初年度より四年間は年度別購入計画により

大学共通維持費により購入。 5年目より独立採算(洋

画とも別会計)による版画予算枠で講入。60年度設

備費分約110万円。設備内容についてはアンケート参

照。

七、実習費、その他

実習費は年間 1人当り約 5万円、科目別維持費 120万

円、共通維持費53万円、が研究室に割り当てられる。

学生数80名が実習賞、維持費とも独立採算ができる最

小人数と考えられる。(60年度予算)資料 2参照。

八、カリキュラムについて

カリキュラムについて問題となる点は、 1-4年間を

通しての版画教育と、 3、 4年版画コースとの遠いに

つきると思われます。カリキュラム私書長の基本点は 1

2年の基礎教育課程で、この場合内容に応じて油絵科

と提携して実技を行ない、 3、 4年の専門教育課程と

から成り立っている。

女子美大のカリキュラムは、この私案を基に考えな

がら年度毎の反省と検討を重ねて、今日に至っている 。

60年度女子美版画カリキュラム参照。

大きな相違点は、油絵科との提携は一切行なわず、

版画科スタ ッフの中に版画以外の専門教育者も加えて

油彩、その他の基礎実技を行な っている点である 。

1 -4年聞の版画教育の場合は、卒業制作まで一貫

した教育が出来る長所と、それによって起こる戸惑い

とが常に存在する 。基礎造形実技から専門版画実技へ

のスムーズな移行をさせること 、基礎版画、素摘、油

絵の実習から、版画制作への困惑の問題、油絵そのも

のの実習と、それによって養なわれた能力と版画との

つながり方、課題提示(主に物を見て描くこと)による

実習から自 由課題(例えば見ないで富IJること )による制

作、これらの解決策のーっとしては、カリキュラムでは3、

4年次において例えば描画主体ながら、自由な発想、を想起

できるモチーフ 、素材の検討、描写訓練によって養なわ

れた能力を生かし、見て描くことだけにこだわらない

方法などを個人面談方式による話し合いの中で行なっ

ている。

九、今後の形体、カリキュラムなど

今後の形体として従来の方針をふまえながら三つの形

を考えている。

(1) 版画創作教育ー版画家、教育者などの養成。

(2) 共通版画一表王見としての版形式による実習、版画

プロパ一以外の版体験。

(3) 版画応用、進本、修復、技術、素材研究ープリ ンタ一、

造本家、修復家の養成。

カ リキュラムを考える上で常に頭を過ぎる問題とし

て、もっと広〈絵画科としての共通実技でとらえるべ

きか、逆に版爾科として徹底したカリキュラム(油絵

の実習は必要か)が良いのかなど検討をせまられる。

研究会としての第 2次カリキュラム私案が待たれる。
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砂大学版画教育現状調査 池田良ニ

大学版画研究会は、日本の美術大学に版画教育の進 く、また、受講学生数においても流動的である 。

歩発展をはかることを目的とし昭和49年 7月8日に初 研究会が発足時に第 1固め同調査を行な ってから 、

会合、 11月 3日に発足し 10年が経過した。昭和59年12 10年を経た後に再調査の結果、 i徐々にではあるが現代

月3日 第 3回臨時総会が、美術会館会議室にて聞か の美術における版画教育の必要性が認識され、施設状

れた折に、各大学における版画教育現状調査の作業が 況においても拡充しつつ有り、質的向上へと前進して

検討され、昭和60年 5月25日第 1回臨時総会では (東 いる様に思える。

京文化会館会議室)、大学版画教育の現状と今後のあり 回答校中、版画科を設置しているのは女子美術大学、

方について概要が討議された。 大学院に版画専攻を設置しているのは東京芸術大学、

先般それに基づき、参加校(専門学校を含む)63校に 多摩美術大学、京都市立芸術大学、筑波大学である。

教育課程、カ リキュラム、受講学生数、教貝数、及び この調査により、幾つかの問題点を今後指摘されると

施設状況等に対し、アンケート方式による調査を行っ 思うが、各大学の詳細な資料の御協力に対し、誌面を

たところ、 32校より回答を得た。各校の教育機構、形 拝借して感謝の意を表します。

体の違いにより、ー慨に函ー化することは困難であり、 今後、各大学でのカリキュラム作成、設備等の検討材

カ リキュラムにおいても全体を一覧することは難かし 料として、参考になればと思う所以です。

東京芸術大学 ⑤ 110 台東区上野公園内12- 8 TEL.03-828-6111 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 受講 |

I 者数

合評会(研究室全学生)
四主主祭

〆夏季休業7/15-8/31
〆。

専攻版種による版画コース ガイFンス4/11 木版 石 銅 イL
版 写真

古聾栴研究AB 8 版 用ぇ 素 芸 7 
3 

製版実例 自主制作
4/18-5(18 Efmh/8 22 24-7/6 7/8-20 

3ζ 
キオ

祢j tt 業 市IJ4 専攻版種による実技実習 作 11 
期

II 研
II 

ガイダンス 4/11 祭 イ木
大学院1

専攻版種による実技実習
究 自IJ 作 市IJ 作 7 

9/2 9/20 業

12/23 
2 専攻版種による創作研究 14 23 修 了 市IJ 作 6 

1/4 

日本画 ←二版厳選択孔・石 4/30-5/9 計 36 油画2年 @ーー t由 木口木版
10/7-11/9 来方 画

集中授業 芸術 木・銅 5/10-5/18
銅木石孔的 30 1 

学科 事、木、銅の各 1種選択にて開講 2傾選択 名 年 11/25-12/7 55名

その他
夏期公開講座 8/22-29 

般銅、孔 各15名 30名

一会報 Nn14- 4 



砂大学版画教育現状調査

京都市立芸術大学 ⑤ 610-11 京都市西京区大枝沓掛町13-6 TEL.075-332-0701 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 
受講

者数

総合基礎 (入学して半年は美術科、デザイン料、工芸科、全学生共通の実技を行う )

1 
日本画基礎、油画基礎、彫刻l基礎の内 1つ必修

同 上

2 
~ 臨時，4遡 一 集中4週 一一版図制作 (年間)一一 !Il中 4j且 トー )j;中 4i且 7 

版画革隠:D ノド 版画基底ID 木
③ @ 

~ 
同 上

3 一 ト 9 石版 !tj ~ ti飯 J地 石版 訂版

孔版 中 孔版 教貝 8 出講数400 '1' j l1L版 1L版

実 当4
敦也 7 技 教官 7 教官 7 教'1:: 7 

4 件一 出講 70 「一一一 tIl講 70 ー一 同 上 一 技 [1¥講 70トー II1J揖 70 9 
学生 20 学生 20 学生 20 ♂i': ~主 20

大学院1 自主計画による研究制作 4 

同 上
2 

教 官 2 出数 9
2 

展覧会等年間 3-4回 (2，3， 4，院全員参加)教官2 学生数延 100名
見 ぷ十4 

研修 旅 行 年1回( 上 )教宮 5 学生数 30名同

地

中

は

全

学

共

通

課

目

0学部学生、大学院共 「自主計画、自主制作」が基本であり、版極も固定せず併用も自由。

学生l出lもせず合評会 (重要な位置をしめる )も2，3， 4 (時には大学院も加える )合同し行う 。

従って技術等の指導は個人目IJにアドバイスする。

0全学共通による 「版画基礎」は石、鋼、孔計 5点を提出させる (j9IJデザイ ン、陶器などの学生も受講出来る )

又、版画専攻に進む学生もこれを修得しなければならない。

多摩美術大学 ⑥ 190-03 八王子市鎚水 17 2 3 TEL.0426-76-8611 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 受講
者数

版画コース 時時時一一一一一応銅木版 一一ー当
版版 基礎実習一一一一うーヨ

各版種自主市11作 自主力リキュラム
3 

版画コース
自主カリキ ラム作品 7点

カリキュ 卒業制作作品 5点 15 
4 ユ 画集1点

木 10

大学院1 自主カ キュ フム 銅 13

石 13

木 3

大学院2 自主カリキュラム イ|妻 了 告1I 作 銅 5

石 7

木 3

自主カリキュラム 自主カリキュラム
銅 3

選 択
石干し 5 1 
(制学生)

見 学 伝統木版見学(渡辺木版銀座) 17 

4/1版種説明会 5/11-12山中湖ゼミナーノレ 6/27，9/26，12/12 批評会 夏季休暇 7/5-9/17 
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険大学版画教育現状調査

女子美術大学 .w166 杉並区和田 1-49- 8 TEL.03-382-2271 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 受講

者数

学部油絵 釧版 教官 1 銅版
80 

2年 PM 出議数 8 

短 大 l
年聞紙水似日 午後銅版 教官 1 出球数 25 40 

日IJ 科

短 大 2
銅版

石版
石 版 41:;品業制作

lグループ2週間80名 1グループ3週間I80名 銅版、石版 8名
延

絵画 AM AM  AM  AM  
168 

議 義
. j選択科目 3年次版画史 (益田総作)4単位 ・版画 1.2年次合同スケ ッチ旅行 (美術館見学を含む)

-年 I回特別講iv( ・小川町和紙工場見学

愛知県立芸術大学 ⑤ 480-11 愛知郡長久子町大字岩作字三ヶ峰 1- 1 TEL.05616-2-1180 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 
講

数

一
お

M
N

“

愛

者

一
木

銅

石

3年 |関連科目 |記|程|窓l←油画AM.PM
|日本画、彫刻I4 I 4 I '5 

集中段業 |AMPM 1515 |色
12週間 |厄iI回 |厄l

M
 

P
 

M
 

A
 

薗A
M
 

版

名

図

石

4

U

版

名

回

銅

4

U

大学院1年

集中授業

版
版
名
回

銅
石

4
8

u司
E
P
I
-
-

過。。
銅版石版

5週間 IAM.PM 

4名 30回

銅 10

石 10

デザイ ン専攻

学部 2年

デザイ ン2年次

選択 ・課題

8週間

他に伝統木版 1回 (非勤2名)

東海大教養学部 ⑤ 259-12 平塚市北金目 11 1 7 TEL.0463-58-1211 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 
受講

者数

造形 3
銅版出講 数 14 石版出議数 12 銅 12

AM 教官 2 AM 教官 2 石 12

銅版出講数 14 PM 銅 5
造形 4

石版教官 2 ヨト 業制作 石 5

7 会報 No.!4ー



砂大学版画教育現状調査

東京造形大学 ⑮ 193 八王子市元八王子町 3-2707 TEL.0426-61-4401 

所属 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

AM. 

絵 画 1年 通年、毎週木曜PM版画表現 5週間 リトグラ71

(シルクスクリーン)
銅版画

(25回) 集中授章

PM. 
りトグラフII

絵 画 2年 5週間 (ンJレクも可) 夏 大

(25回)集(写中真授業製版も昔む)

版画

履習コース 石版画 ・銅版画
季 木版画

子似 銅・石・木・干しの希望版極による版表現

3 年 通年、毎週月曜AM.絵画演習有りm版画) ( 2年までに全版般の基礎授業は終了している)

1 .... 
版画

履習コース
制作研究I

イ木 祭 各自のテー?による版制作と卒業制作各自のテー?による版制作 制作研究II

4 年 通年、毎週木曜PM絵画演習有り

研究生
研究生として現在4名在籍

業

1ヶ年聞を単位とする

デザイン科学生を対象として

集 中授業 シノレタスクリーン授業

月曜AM.PM.金曜PM.3講座あり

04'業制作は各自専任指導教官を選ぴ計画書を提出。

指導を受けた後、 制作完了時に作品と 同様報告啓を提出チエンクを受ける。

O見学、諜外授業は必要に応じて行なう 。

O リトグラフ IIではリ トに限らず、銅 ・シルクの技法も併用しながら、自分で織)j}J.した写真を焼き付け、綱がけ、

感光製版、摺りまでの金行程を行なう内容になっており、内容的には総合的授業となっている。(ス タジオ、

暗室、光学機器使用)

03年次のコース選択は本人の希望と共に、成績順に定貝数が決ま っている。

受講

者数

57 

57 

19 

19 

4 

各

30 

日本大学芸術学部 ⑥ 176 練馬区旭 ケ丘 2-42 TEL.03-972-2111 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 受講
者数

銅版
木版

調

ーすべて教官 孔版 I版
Il 

3年 8名
f¥ 書1)作研究

PM.4・ω-7∞ 教 2 教 σ〉 5 

3週間 4週間 4週間 7 転4提
教 6 教 5

I ~ 

学制
PM.1:00-PM.6:00 

4年
エスキース

1週間 寺』 業 市Ij f学 8 

版画専攻
自 王 市1] 作 5 

研 究科

彫刻科 2年生 銅版 絵画 2年生

集 中 授業 石版 3週間 4週間 64 
PM.1:00- 教 1補助 1出講毎日

石版
教 1補助 1出議毎日

一会報 No.14- 8 



砂大学版画教育現状調査

武蔵野美術大学 ⑥ 187 小平市小川町 1一736 TEL.0423-41-5011 

所属 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 受講

者数

AM 石 8

1由 4年 PM 
石・木銅 木 3
選択

4週間 集中授業 銅 10

PM お立 ~ 学入 石 25

J由 2年 3週間 選択・
夏 ~ 

木 23

集中授業 銅 25

AM 

原
AM 時一→ 年試 石28.20

i中I!選石
短大泊 2年 3週間 ，-f t 2週間 択 緋i ，-f t 木16.10

授・キ
業銅 業銅 鍋11.10

F 
ード一一ー 末

PM 
短大池

3週間 イ木 {木 12 
専攻科

業 祭 3式

短大 PM 
グラ7イyク

4週間
石版画

デザイン 業 (アルミ .PSl 業 験
5 

専攻科
集中・授業

t由・大学院
モ一一一一 ド孟予

AM 石版画
5 

1 年 7週間 集中授業

実技専修科 〈一一一一 ト→
研究科 石版画 7週AM.PM 木版画 銅版画 石・木・銅より 修了 制作

版画専攻 3週 3週 希望版種を
8 

(暫卓生L含む) AM.PM AII附 選ぴ制作

0年 1回伝統木版の実技講演あり 。

0実技専修科研究科 ・版画専攻、この科が唯一 1年開通して版画の授業が行なわれる。

あとは、計 7つの 3-4週間単位の集中授業でなりたつ。言県外活動として、版画ゼミナール(銅版10名・石版10名)あり。

O尚、 61年度より大巾なカリキュラムの変動が予定されており、このカリキュラムは集中授業主体のものとして参考にする。

愛知教育大学美術教室 ⑮ 448 メIj谷市井ヶ谷町広沢一 1 TEL.0566-36-3111 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 
i 止

美術教室 絵画IJのうち

小中学校に必要な入門基礎的実習 70名 li!¥ll回(135分)半年間
教員 1 

2 木版・銅版教員 1 木版・銅版

出講数 18 出講数 18 

4 
木版・銅版・石版・孔版 教員 2 

からの選択 出講数 36 

集中授業
孔版

4日間集中

講 義 3年25名遡90分半年版画理論及材料研究

04年次は美術の学生は 1，2年で絵画、彫盟、デザイン・工芸の基礎的実技を受け 3年次前記4専攻に分かれ、絵画3年は

油絵実習及ぴ講義の他、版画理論の講議(90分半年)がある。絵画で油絵と版画のコースに分れて制作を行う。

9 一会報 No.14一

受講 |
者数

前期35

後期35
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砂大学版画教育現状調査

三島学園女子大学 ~982 宮城県泉市虹の丘 1-18 TEし0222-72-7511

4 5 6 7 8 9 10 11 12 . 1 2 3 受講

1 I 者数

モ一一 3年次

一→ 石版・孔版3年 石版 ・孔版 16名
4年次
5名

4年 毎週 月・火・水 9:30-PM7:00で学業制作
銅2 石5

8名
干し1

聴講生 毎週 月 ・火・水 9:30-PN!7: 00 3名

版 画
毎週月・火・ 水 4:00-PM7:00 2 1122名

ゼ ミナール
3 4 

141 

宇都宮大学教育学部 週!J321 字都宮市峯町 35 0 TEL.0286-36-1515 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 受講

者数

4年
銅版(問ポイ ント)I 銅版(エ yチング) 木版

17 
毎週月眼目午後3時間 年間35週教官 1名 石版 (ジン ク版)後期は並行して実施

!t業制 作 専攻版極による李業制作週6時間 (2コ7')年間 35週教官 1名 1 

常葉学園短期大学

絵 画 1年

デザイン

1年

4 5 6 7 8 
よ

⑨ 439 静岡県小笠郡菊川町半済1550 TEL.05373-5-3171 

9 10 11 12 1 2 3 

木
出議 8 木

室岡 銅 I 12 
石

教官 1 石
干し 干し

孔版 干し I 41 
教官 1 

会報 No.l4- 10 



砂版画教育開設状況、受講生数

通 年 授 業
種 ~Ij 集 中授 業

版画科・専攻 版画コース 大学院
イ蔚 考

木 室岡 石 干し総 木 吉岡 石 子L木 室岡 石 干し木 を向 石 干し総

大学 名
版 版 版 版 数 版 版 版 版 版 版 版 版 版 版 版 版 数

愛知教育大学美術教室 60 60 78 78 

愛知県立芸術大学 25 55 55 13 148 
集中授業中
銅10石10大学院

宇都宮大学教育学部 17 17 17 13 64 

九州産業大学芸術学部 58 50 108 
集中授業中
銅 8大学院

京都市立芸術大学 80 80 25 1 2 2 1 I 31 

京都文教短期大学 23 23 24 24 94 

佐 賀 大 学 30 30 30 30 

滋 賀 大 学 16 16 32 

女 子美術大学 200 80 280 80 80 

多 摩美術大学 10 13 13 6 8 12 1 I 53 

筑 t庄 大 学 30 30 63 15 78 

東京芸術大学 15 45 30 25 115 16 3 4 4 2 I 29 

東 京造形大学 57 104 57 214 21 13 15 3 56 
研究科
銅 3石 1

徳 島 大 学 30 30 

東 洋美術学校 2 42 32 2 78 7 
研究科

7 

東 海大教養学部 17 17 

常 薬 学園短期大学 12 41 53 

名 古屋芸術大学 12 98 77 187 

日本大学芸術学部 64 64 128 13 18 
研究科
木 2鍋 3

広 島 大 学 20 20 20 60 

福 島 大 学 30 32 
卒業制作
干し2

文 化 学 院 60 60 

北海道女子短期大学 40 40 10 10 

三島学 園女子大学 2 I 17 18 37 
版画ゼミナール
銅 2石18孔 2

宮城教育大学 10 10 30 10 
集中授業中
コラグラフ10

武 蔵 野美術大学 52 55 108 215 8 8 
版画ゼミナール

銅10石10

武蔵 野美術学園 20 60 40 120 20 20 20 

山 口 大 学 12 8 17 17 54 

山 育3 大 学 3 版画ゼミナール

和 光 大 学 1 l 1 
」一一

11 一会報 No.l4ー



砂版画施設状況

種 思Jj 総 版画教室面積
版画プレス機

そ グ〉 他 イ繭 考
A 口

4EI A 数

面

干貴 木 主同 石 孔 そ 木 室岡 石 孔 暗
腐蝕

焼

大学名 m' グ〉 イ寸
版 版 版 版 他 版 版 版 版 室 槽 機

愛知教育大学美術教室 103 臨 103 2 2 1 O O O 

(研)
愛知県立芸術大学 399 55 73 1 91 1 65 115 6 8 O O O 乾燥機

孔版工房はデザイ ン専攻用
秋田大学教育学部 30 共 用 1 1 1 O 

宇都宮大学教育学部 45 25 20 2 1 1 1 

金沢大学教育学部 共 用 4 2 O 

九州産業大学芸術学部 195 135 
(研)

1 5 9 2 O 60 シンク研磨.(大柾板用)

京 都市立芸術大学 280 臨 82 104 94 2 5 9 4 O O O 乾燥機 ・製版カメラ

京都文教短期大学 194 共用 50 144 3 3 3 32 O O 

佐 賀 大 Aサ"ーL 共 用 2 1 

女子美術大学 492 2 6 14 O O スキージ研屋号機

多摩美術大学 197 48 62 62 
(j畠}

3 2 7 (描)描画室25 

筑 波 大 学 222 72 150 1 5 8 4 O O 

1521 (担}東京芸術大学 403 118 1 108 2 4 10 10 O 8 O 製版カメラ・スキージ研磨機25 
銅版裁断機・張付機

東京造形大学 208 208 1 5 8 5 O O 

徳 島 大 学 80 共用 2 

東洋美術学校 148 48 100 2 2 6 

東海大教養学部 64 64 2 2 4 

常築学園短期大学 66 共 用 1 1 1 13 (暗)13m' (暗)52m'

名古屋芸術大学 557 49 1153 101 49 
(教)

3 5 O O 
色分解機・デザインスコープ

52 コピーカメラ

日本大学芸術学部 125 70 55 共用 1 3 4 O 

広 島 大 学 臨時 2 

福 島 大 学 120 120 6 1 

文 fじ 学 院 59 39 20 2 2 O 

北海道女子短期大学 共 用 2 2 

三島学園女子大学 180 45 90 45 3 4 4 O デザインスコープ

宮城教育大学 49 臨 共用 3 2 O O 

武蔵野美術大学 316 臨 94 128 
尖

94 1 4 11 O 銅版裁断機

武蔵野 美術学園 249 166 臨 1 3 5 

山 口 大 学 42 42 l 2 1 

山 形 大 斜ーす4ー与ー 共 用 1 2 2 O 

和 光 大 学 202 2 4 
(世]

O (教)教員研究用12 

滋 賀 大 斜~ 72 共 用 1 1 2 O O O 製版カメラ・乾燥機 ・張付機

一会報 No.14- 12 



砂教職員

種 5l1J ρ吊~ 勤

~F ※ 1 木版 2 銅版 3 :石版 4 孔版

A B C D 
⑧ 教授 ⑧ 助教授 。専任講師 ⑮専任助手

教 助 講 助
常

⑤専任扇IJ手⑤非常勤講師 @非常勤助 手 ・冨Ij手

教 勤 ⑮特別講 師

大 学 名
授 授 師 手

愛知教育大学美術教室 1 1 1 竹原裕(4-⑧) 野沢博行(2-⑧) 加藤芳一郎(4⑤) 

吉本弘(2-⑧) 山口博一(4-⑧) 山本M章・設楽知昭(1-3ー⑫) 白木彰(4-⑫) 

愛知県立芸術大学 1 1 6 小野忠重・機員輝夫(1ー⑤) 中林忠良(2-②) ，赤川勲(3-⑤) 岡部徳三(4-⑤) 

加藤茂外次・高羽清司・山口智也(1-4-⑥) 島田英次郎・中村直次(1-⑪)

宇都宮大学教育学部 2 平川普吾(1-3-③) 広瀬滋夫 (4←③) 

金沢大学教育学部 1 今井iEi男(2・3-@)

九州産業大学芸術学部 1 1 2 盟福孝行(2-⑧) 酒チ1忠臣(3ー⑧) 中林忠良(2ー⑧) 東谷武美(3ー⑥)

京都市芸 術 大 学 1 1 5 
吉原英雄(3-③) 舞原克典(2ー⑧) ー図達夫(1-⑤) 山本容子(2-(⑤) 

西村正幸(3 -(!:)) 中路規夫 ・杉山晶子(4-⑤) 片山雅.人(1-4-@)

尽都文教短期大学 1 1 奥井章夫(1.2ー⑧) 森俊夫( 3.4-~ヨ)

佐 A 大 学 1 1 深草贋平(2ー⑧) 毛藤忠(1-⑤) 

J益 賀 大 学 1 秋元幸茂(2.4⑧)

田村文雄(3ー⑧) 小野克子 ・加藤れい子 ・松島順子(1-4ー⑫)

女 子美術大学 1 3 11 
目下賢二(1-⑤) 小林基鱒(2-⑤) 馬場章・加藤浩美(2-⑤) 

小林清子(3 -<!ラ) 鎌谷伸一(4-⑤) 小川正明・緒方一成(2ー⑤)

小作青史(2-⑪) 星野美智子(3-⑮) 坂口国男(油彩ー⑤)

多 摩美術大学 1 l l 2 1 
吹田文明(1-③) 小作青史(3-⑧) 渡辺達正(2-@) 藤岡悦治(3ー⑫)

木村~之( 1-⑥) 深沢幸雄(2ー⑥)

刃叶司L 波 大 学 1 1 白木俊之(1-4ー⑧) 小作背史(3ー⑤)

東 京芸術大学 2 7 
野田哲也(1-⑧) 中林忠良(2ー⑧) 原健(3-⑤) 鎌谷伸一(4-⑤) 

筆塚稔尚(2-@) 渋谷和良(3-@) 山口純究(4-@)

東京造形大学 1 1 7 
馬場将男(1.2.3-③) 原健(3.4ー⑧) 北村和士 ・清塚紀子(2-⑤) 

伊東正悟(1.3ー⑤) 園山晴己 ・若生秀二(3-⑤) 古川仁史・二井(4ー⑧)

徳 島 大 学 1 j青塚紀子(2-⑤) 

東洋美術学校 3 1 3 
小林次男(1.2-@) 佐藤行信(3-@) 杉山久志(4-@) 小松義明(1⑫) 

高垣秀光(1ー⑤) 泉田茂樹(2ー⑥) 渡辺満(3-⑤) 

東 海 大 教養学部 1 1 山野辺義雄(2-③) 浜西勝則(2ー⑧)

常築学園短期大学 1 1 朝比奈則江(1-4-⑨) 伊東正↑吾(1-4ー⑤)

名 古 屋 芸術大学 1 2 武蔵篤彦(2.3-@) 河内成幸(1-⑤) 判治佐江子(2-⑤) 

日本大学芸術学部 1 1 2 有地好登(1-3-@) 松本真一(1-3-⑤) 吉田穂高 ・小山松隆(1-3ー②)

広 島 大 学 2 馬t自l聖(1-⑤) 小作背史(2.3-⑤)

領 島 大 学 1 丸山浩司(1-4-@) 

文 化 斜寸4“与 院 1 3 中目沢美則(2.3-@) 斉藤寿一(2.4ー②) 上野秀一(2.3.4-⑥) 西山純男(3-⑪) 

北海道女子短期大学 1 清水敦(2.3-⑥)

ニ島学園女子大学 l 1 1 大槻紀雄(1-4-⑧) 大塚恵子(3.4-⑤) 佐々木健一郎(2.3ー⑮)

宮城教育大学 2 2 坂本小九郎(1-⑧) 高山登(コラグフフー⑧) 大槻紀雄(3-⑤) 高橋貴和(4-⑤) 

清水昭八(3-③) 若月公平(2ー⑫) 大沢秀直(1-⑤) 塙太久馬(1ー⑤)

武 蔵 野 美術大学 1 1 6 池田良二(2ー⑤) 永井研治(3-<!ラ) 吉倉ますみ(3-@) 

関岡扇令(1ー⑮) 関岡裕介(1ー⑮) 川島秀勝(1ー⑮)

武蔵野美術学園 2 6 
藤本俊彦(2-⑤) 阿部成治(3ー⑤) 城所祥 ・塙太久馬(1-②) 

森野真弓 ・小川正明(2-⑤) 稲田年行・吉田和枝(3ー⑤)

山 ロ 大 学 1 武市勝(1-4-@) 

和 光 大 学 1 斎藤寿一(1-4-③) 
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砂大学版画研究会各大学住所

愛知教育大学美術教室
刈谷市井ヶ谷町広沢 I 

静 岡 大 学
続岡市大谷836

⑮ 448 TEL0566-36-3111 ⑥ 422 TEL0542-37-1111 

愛知県立芸術大学
愛知郡長久手町大字岩作平三ヶ峰1-1

女子美術大学
杉並区和田1-49-8

⑨ 480-11 TEL05616-2-1180 ⑨ 166 TEL03-382-2271 

秋田大学教育学部
秋田市手形学園町1ー 1

上越教育大学
上越市山屋敷町 1

~010 TELOI88-33-5261 司!!>943 TEL0255-22-2411 

跡見学園短期大学
文京区大塚1-5-2

成安女子短期大学
京都市上京区相国寺北門前町

⑮ 112 TEL03-941-8161 ⑤ 602 TEL075-256-2401 

岩手大学教育学部
盛岡市上回3-18-33

創形美術学校
国立市富士見台2-37-4

⑤ 020 TELOI96-23-5171 ~186 TEL0425-76-1981 

宇都宮大学教育学部
宇都宮市峰町350

多摩美術大学
八王子市鎚水1723

~321 TEL0286-36-1515 ⑮ 190-03 TEL0426-76-8611 

愛 媛 大 学
松山市文京町3

多摩美術大学大学院
世田谷区上野毛3-15-34 

⑤ 790 TEL0899-24-7111 ⑮ 158 TEL03-702-1141 

大垣女子短期大学
大垣市西之川町1-109

玉 J!I 大 学
町田市玉川学園6-1ー 1

~503 TEL0584-81-6811 ⑤ 194 TEL0427-28-3111 

大阪教育大学
大阪市天王寺区南河堀町4-88

筑 波 大 学
茨城県新治郡桜村天王台1-1ー l

~543 TEL06-771-8131 司!!>305 TEL0298-53-2111 

金 沢大学教育学部
金沢市丸の内1-1

都留文科大学
都留市田原3-8-1

⑥ 920 TEL0762-62-4281 ~402 TEL05544-3-4341 

九州芸術工科大学
福岡市南区温原4-9ー I

東京学芸大学
小金井市白井北町4-1-1

~815 TEL092-541-1431 ⑮ 184 TEL0423-25-2111 

九州産業大学芸術学部
福岡市東区松香台2-327

東京芸術大学
台東区上野公園内12-8

⑤ 813 TEL092-681-1831 ⑮ 110 TEL03-828-6111 

京都市立芸術大学
京都市西京区大枝管掛町13-6

東京造形大学
八王子市元八王子町3-2707

司!!>610-11 TEL075-332-0701 ⑥ 193 TEL0426-61-4401 

京 都精華大学
京都市左京区岩倉木野町137

徳 島 大 学
徳島市南常三島町1-1

司!!>606 TEL075-791-6131 ⑮ 770 TEL0886-23-2311 

京都文教短期大学
宇治市械島町千足80

東洋美術学校
新宿区市谷富久町2-6

⑥ 611 TEL0774-21-4101 ~162 TEL03-359-7421 

岐 阜 大 学
岐阜市柳戸lー l

東海大教養学部
平塚市北金目1117

⑥ 501-11 TEL0582-30-1111 ~259-12 TEL0463-58-1211 

高 知 大 学
高知市曙町2-5-1

常 3医学園大学
静岡市瀬名1000

~780 TEL0888-44-0111 ~420 TEL0542-63-1125 

嵯峨美術短期大学
京都市右京区嵯峨五島町一1

常3医学園短期大学
静岡県小笠郡菊川町半済1550

⑮ 616 TEL075-882-1031 ⑮ 439 TEL05373-5-3171 

佐 賀 大 学
佐賀市本庄町1

名古屋芸術大学
愛知県西春日井郡西春町徳重 1。840 TEL0952-24-5191 ⑥ 481 TEL0568-24-0325 

札幌大谷短期大学
札幌市東区北16条束 9丁目

名古屋造形短期大学
小牧市大字大草字年上坂6004

~065 TEL0l1-742-1651 ~453 TEL0568-79-1111 

滋 賀 大 学
大津市平津町2-5ー l

奈良教育大学
奈良市高畑町

~520 TEL0775-37-0081 ⑥ 630 TEL0742-26-1101 
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砂大学版画研究会各 大 学 住 所

日本大学 芸 術 学 部
練馬区旭ケ丘2-42 

三島学園女子大学
宮城県泉市虹の丘 1-18

司'1>176 TEL03-972-2111 ⑥ 982 TEL0222-72-7511 

兵庫教育大学
兵庫県加東郡社町下久米942-1

宮城教育大学
仙台市荒巻字青葉

⑮ 673 TEL07954-4-1101 <!!!>980 TEL0222-22-1021 

兵庫女子短期大学
加古川市平岡町新在家2301

武蔵野美術大学
小平市小川町1ー 736

⑮ 675-01 TEL0794-24-052 ⑮ 187 TEL0423-41-5011 

弘前大 学教育大学
弘前市文京町 1番地

武蔵野美術学園
武蔵野市吉祥寺東町3-3-7

⑨ 036 TELOI72-36-2111 ⑤ 180 TEL0422-22-8171 

広 島 大 学
広島市南区東雲3ー 1-33

山田学園家政短期大学
名古屋市東区葵 1-17-8

⑮ 734 TEL082-281-3141 ⑥ 461 TEL052-931-7111 

福岡教育大学
宗像市大字赤間729

山 口 大 学
山口市吉田1677-1

⑮ 811-41 TEL0940-32-2381 ⑥ 753 TEL0839-22-6111 

ネ富 島 大 学
福島市松川町浅川字直道2

山口芸術短期大学
吉敷郡小郡町大字上郷

⑮ 960-12 TEL0245-48-5151 ⑨ 754 TEL08397宇 2-2880

文 イヒ 学 院
千代回区神田緩河台 2-5

山 形 大 学
山形市小白川町1-4-12 

<!!!>101 TEL03-291-2273 ⑥ 990 TEL0236-31-1424 

北海道教育大学
岩見沢市緑ケ丘2-34 

琉 球 大 学
中頭郡西原町字千原 1

⑤ 068 TELOI26-22-1470 ⑨ 903-01 TEL09889-5-2221 

北海道女子短期大学
江別市文京台23

和 光 大 学
町田市金井町2160

⑤ 069-01 TEL01138-6-8011 ⑮ 194-01 TEL044-988-1431 

松本短期大学
松本市*14:3118
⑥ 399-65 TEL0263-58-4417 

砂見学 一多目 的 プレス機LXC型 清水昭八先生をたずねて 木村繁之

(多目 的版画プレス機LXC型)

大学は休みに入 りアトリエも静かにな った午前中に、

清水昭八先生をたずねて武蔵野美術大学へ行きました。

この版画研究室には清水先生考案による多目的プレス
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(銅版画使用中のプレス機)

機 LXC型があり 、その見学を先生にお願いした訳で

す。

この新型プレス機は名称の通り銅版、木版、石版、



の 3版極が自 由に刷れるという事です。本来は石版プ

レス機の改良型として開発されたのですが、結果的に

はどの版畿でも庄のかけ具合によって従来のプレス機

と問様に刷れるようです。

木版の場合、平均的な圧としては 1平方センチあた

り30-40kgの圧がかかりますが、石版は70-80旬、銅

版は90-120kgという様に木版の2倍 3倍の庄のかかり

方をします、刷る版種によってローラーの左右にある

圧力ハンドルで圧を変え、それぞれの版に合わせて刷

って ゆきます。圧が大きくなれば当然プレスのハンド

ルを廻すのにカが必要ですが込このプレス機の場合は

女性でも軽々と廻せるという利点があります。 そのせ

いか圧のかけ方に慣れないと圧がかかりすぎるという

事があるそうです。

版種別の使用について

O銅版

90-120kgの圧をかけた場合にはそのままだとハンド

ルが少し重くなるので、ハンドル部分をエトワール式

という紛の舵取の様な形のハンドルに取り変える事も

出来る 。それによ ってかなりの圧がかか っていても従

来のものより楽に刷れる 。 また、これまでのプレス機

だとベ y ドの中央部分でしか刷りづらかったのが新型

プレス機ではベッドの大きさに近いものまで均等の刷

りが出来ます。

O石版

もともと石版プレス機の使いづらさを解消するため

に開発されたというだけあ って刷 りの速さとプレスハ

ンドルの経さは今までのものとは比較にならない程優

れている 。圧をかけてもハンドルは非常に軽〈、約 3

f音のスピードで，¥j;IJる事が出来る 。ベン ドの大きさは720

X1335% と700Xll00%の 2種類があり、それぞれ菊全

板、柾板の大きさが刷れる 。従来のプレス機と 比べて

最も優れている点は、スキージィの皮やラトウ板など

定期的に取り変えの必要がある消耗部品が全く無くな

ったという事で、年 2図位泊 をさすだけでプレス機の

管理維持が非常に楽になりました。また間程度の大き

さの版を刷る場合に必要なプレス機のスペース が65%

で与済むそうです。 これはベ ッ ドが固定したという事に

よって前後のスライドのスペースがいらなくな った事

もあ ります。

O木版

ベ ッ ドが机の憾な状態になっているので、ベ ッ ドの

上に版を置いたままの状態で作業が出来ますe

油性木版の場合版を自主いたままイ ンク をのせる事が

出来るので作業台を兼ねたプレス機とも 言えるでしょ

う。木版専用に使う場合にはベ ッ ドの部分にある厚さ

23mmの定盤を同じ厚さの木の合板に変えれば全体の重

量もかなり軽くなりますので、普通の家屋での据えつ

けも可能です。

版種別に説明をしましたが、このプレス機は上下の

ローラーがフ リーにな っている為に左右の圧を均等に

合わせていないと、席IJった作品に シワがよる事もあり

ます。 しかし圧をきちんと合わせている限りは特に問

題はないとの事です。

ベッドを固定して前後のスライドしてゆくスペース

を無くしたという点が狭いアト リエでも使いこなせる

最大の利点だと思いま す。プレス機の自重も 300kgで、

同程度の刷りの出来る銅版プレス機800旬、石版プレス

機400kgに比べ るとかなり軽くな っています。私の住ん

でいる狭い家を考えてみるとこのプレス機が欲し くな

りました。

3版種に使える多目的プレス機ですが説明をうかが

っておりますと、石版プレス機の改良型というだけあ

って従来のプレス機の使いづらか った点がほとんど解

消されていて、石版プレス機としての使用には最も適

しているのて“はと恩、いました。

清水先生の熱心な説明をうかがっております内に、

この熱心さが利点の多い新型プレス機を開発したのだ

と笑感しました。 また今回の取材につきましては食重

な時間をきいて下さ った上に実に詳しく説明していた

だきました事を感謝いたします。
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砂各大学版画研究室

札幌大谷短期大学 岡 部 昌 生

札幌大谷短期大学は、昭和36年に関学し、保育科、

音楽科、美術科からなる女子のみの短期大学である。

北海道の私立短大で初めて女子のための美術専門の美

術科が開設され、本年 3月には第20期の卒業生が巣立

った。

美術科は、油彩コース、デザインコースに専攻が分

かれ、現在学生総数は、専攻科学生も含めて 150名で

ある。

版画は両コース共通の習得科目て¥ 現在、孔版、凹

版、平版の各講座が開カ通れている 。干し版はデザイ ンコ

ースの必修科目で 1年時に、凹版(ドライポイ ン ト、

エ ッチング、アクアチント)、平版(金属版直接法)

は、共コースの必修科目として 2年次にそれぞれ復習

される。それらは、週 1回(3時間)、半期の時間の

中では、基礎的技術の習得が主となる。版画の授業は、

専門の実技との関連が提携して行われていて、とりわ

けデザインコースの造形表現の中での材料体験や版的

造形思考による課題とは関連深〈学習される。専攻科

の凹版(メゾチント)平版(多色金属版)は半期交替

で行われ、後半の平版の実習では、版画集の刊行も計

画される。実習室の設備 (63m'、エッチングプレス、

リトプレス各 2台)の中で延人数200名の実習は、 2人

のスタッフの指導の限界を超えるものである。その中

から、毎年若干名の版による卒業制作にとり組む学生

のいることが、せめてものことである。
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兵庫女子短大 柳楽節子

本学の美術デザイン学科の学生数は、約80名である。

1年次には基礎造形を中心lこして、 2年実に専攻する

各コースの基礎を、全般的に学ぶことになっている。

2年次に用意されている専攻コースは、絵画(日本

画、油絵)、商業デザイン、工芸 (染色、織物、陶芸、

木彫)が設けられてあり、版画は、美術コースの中の

選択科目の 1つである。

昨年までは、版磁を孔版のみにしぼり、通年で2単

位の扱いであったが、本年度からは木版画を加え、前

期孔版(2単位)、後期木版(2単位)と改められ

fこ。

最近の傾向として、版画に興味を持つ学生が年ごと

に増加し、美術専攻の学生に限らず、デザインや工芸

専攻の学生の受講者も多く、孔版をデザインや染色の

卒業制作にとり入れるというケースもめずらしくない。

紙以外のさまざまなものにも刷ることができるとい

う孔版の特長を生かして、デザイン専攻の学生がアク

リル版に刷ったり、染色専功の学生が、布地に刷った

年もあった。

授業では、各専攻コースからの受講者とも課題は共

通で、むしろ版画の制作を通じて、広い視野から自由

な発想をひき出すひとつの機会となりうる授業内容を、

，心カずけている。

現状では設備もまだ充分とはいえないが、意欲的な

学生の制作態度を目のあたりにする時、担当者として

は更に将来に向けて、リトグラフを加えるなどして授

業の充実をはかり、学生とともに版画研究を進めてい

きたいと!~J{っている 。

今年から学科専用のギャラリーが開設され、卒業生

や在学生の作品展が常時開催できるようになり開館記

念展に版画作品もならべられ、学科全体が盛り上がる

なかでのひとつの役割を果している。



砂経過報告

-昭和60年第 1回臨時総会 池田良ニ

5月25日東京芸術大学版画研究室で運営委員会後、

会場を変え、東京文化会館会議室にて開催。出席会員

22氏、ほか委任状提出会員により進められた。清水昭

八事務局長を議長、書記、池田良二 として下記の議事

を行った。

0大学版画教育の現状と今後のあり方について。会長

として吹田文明氏(多摩美大)より説明があり、版画科

を設置 している女子美術大、 回村文雄氏か らの現状報

告。東京造形大、馬場梼男氏、東京芸術大、中林忠良

氏、筑波大、白木俊之氏から報告と発言。ー版画教育

現状調査の為にアンケート調査を行う 。

O第10回大学版画展について検討し細目事項の承認。

会場、丸の内函廊。予定出品校43校。会期は二つに分け

Aグループ、 9月 2日一 9月 7目、 Bグループ、 9月

9日-9月14目。 アルバムは予約制にしカラー写真

にて作成。

0海外会員のありかたについて。一般会員に準じて入

会希望の場合、受け入れる。

O海外交流展について。 タイラ一美術学校との交流展。

会期昭和60年10月31日一11月19目。会場、タ イラ一美術

学校画廊。

0会報について。 13号の発行にあたり関山崎巳氏(造

形大)から報告と提案。15号発行を 5月編集の提案(会

員移動が4月時に多い為)。会報表紙に英文字タイトル

の記入。TheCommitee of Universities of Art for 

Print Studies in J AP AN略 CUAPとする。

0会員の移動報告、入会申込者の承認。 新会貝に塙太

久馬(武蔵野美術大学)川西祐三郎 (奈良教育大学、

兵庫教育大学)清水敦 (北海道女子短期大学)渋谷和

良(東京芸術大学)小川正明 (女子美術大学、武蔵野美

術学園)森岡完介 (名古屋造形短期大学)上野秀一(文

化学院) 7氏の入会を承認した。退会希望者の承認。

山本文彦、府川誠、細国政義、渡辺明信の 4氏。

砂大学版画研究会会則

第 L章総 則

第 1条 本会は大学版画研究会と称する。

第 2条 本会は会員相互の協力により大学に於ける版画

教育の進歩発展をはかることを目的とする。

第 3条 本会の事務所は大学の版画研究宅におく 。

第 2章車 業

第 4条 本会は第 2条の目的を達成するために下記の事

業を行なう。

1.機関誌、出版その他、研究調査に関する事業

2.研究協議会の開催。

3.研究のための専門委員会または部会を設け

ることがある。

4.その他本会の目的を達成するために必要な

事業。

第 3章 会 員

第 5条 本会は会員を以って組織する。

第 6条 会員は大学に於て版画教育に関係する者で入会

の手続きを完了した者とする。

第 7条 会員は別に定められた会費を納入しなければな

らない。

第 4章 組織及び運営

第 8条 本会の事業を運営するために次の役員をおく 。

1.会長 1 名

2.事務局長 1 名
3.遂営委員 若干名

第 9条 会長は本会を代表する。

第 10条 事務局長は庶務、会計、事務を総括する。

第 11条 運営委員は事業、運営の企画を執行に当る。

第 12条 本会に名誉会貝、 相談役、顧問、 賛助会員をお

くことができる。

第 13条 役員は総会において選出する、任期は 2年とし

再任を妨げない。

第 14条 本会の会議は総会、運営委員会、専門委員会と

第 15条

する。

1.総会は年 1回聞き、本会の事業および運営

に関する重要事項を審議決定する。会長は

必要に応じて臨時総会を召集することがで

きる。

2.専門委員会は内容に即して会長が召集し案

件の作製、審議に当る。

3.運営委員会は会長が召集し、本会運営の企

函に当る。

第 5章 会 計

本会の経費は会費及び賛助会費をも ってこれに

あてる。

附 貝。
1 .第7条による会員の会費は年額 3，000円と

する。

2.運営のために必要な細QIJは別に定める。

3.この会則は昭和59年 8月18日よりこれを施

行する。

一会報 No.14一 18 



砂名誉会員名簿

小野忠重 東京郷杉並区阿佐ヶ谷北2-25-16
干166

女屋勧左衛門 東京都目黒区本町1-10-3
〒152

小磯良平 兵庫県神戸市東灘区住吉町丸山御影グランドハイツ3-411
〒658

末松正樹 東京都世田谷区奥沢2-17-22
〒158

田中忠雄 東京都東久留米市学園町1-14-34
〒180-03

平塚運ー 7203 Connecticut A venue chevy chase MD 
20015USA 

福沢一郎 東京都世田谷区砧8-14-7
干157

村井正誠 東京都世田谷区中野1-6-12
〒158

脇田 和 東京都世田谷区代田4-14-2
〒155

砂会員名簿

相笠昌義

相沢美則

青山光祐

秋元幸茂

朝比奈逸人

天野純治

有地好萱

安問寛行

池田良ニ

稲田年行

今井治男

伊東正悟

上野秀一

梅津薫

大塚恵子

大槻紀雄

小川正明

大原雄寛

奥井章夫

奥定一孝

座間市立野台540
干228 TEL0462-54-0279 多摩美大

杉並区久我山5-1-22
干168 TEL03-334-9521 文化学院

山形市大字七浦497
干990-21 山 形大

滋賀県大津市稲葉台13-10
干520 TEL0775・25-7927 滋1't大学

池田市井口堂3-196新加納苑103
干560 TEL06-853-4269 大阪教育大

神奈川県三浦郡葉山町長柄1601-366
干240-01 TEL0468-75-8689 多摩美大

狭山市北入曽526-10
干350-13 TEL0429-57-8468 日本大学芸術学部

山口県吉敷郡小郡町大字上郷山口芸術短大内

干754 山口芸術短大

武蔵村山市伊奈平5-43-3
干190-12 TEL0425-60-1165 武蔵野美大

町田市三輸町1939
干194-01 TEL044-988-3339 岐 阜 大

金沢市鈴見台4-5-15
干920-11 TEL0762-44-5603 金沢大

柏市逆井1668-99 造 形 大

干270 TEL0471-72-7830 常茶短大

東京都杉並区久我山2-1-22泰様方

干168 TEL03-334-3791 文化学院

北海道岩見沢市緑が丘4-221-90
〒068 TELOI262-4-1975 北海道教育大

宮城県仙台市長町2-13-21
干982 TEL0222-48-6853 三島学園女子大

泉市虹の丘1-18
千980 三鳥学園女子大

板橋区板橋3-26-5 女子美大
干173 武蔵野美術学関

京都市伏見区日野岡西町4-53
干601-13 TEL075-571-6271 成安女子短大

京都市左京区下鴨下川原町47
干606 TEL075-791-1668 京都文教短大

松山市東野5-1-19
干790 愛媛大
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小野克子 昭島市西武蔵野1388
〒196 TEL0425-43-0891 女子美大

小作青史 世間谷区羽恨木2-32-6
干159 TEL03-321-7221 多摩美大

小山松隆 千葉県習志野市袖ヶ浦2-6-4-506
〒275 TEL0474-74-6586 日本大学芸術学部

大本 鋼 札幌市中央区円山西町3十 3
〒064 TEL0l1-611-0722 北海道教育大

阿部昌生 札幌群広μ町字西の皇379-211
〒061-11 札眺大谷短大

鎌谷伸一 横浜市金沢区並木二丁目7-3-508
干236 TEL045-785-4703 芸大

神山泰治 那覇市首里石儲町4-173-11
干903 TEL0988-85-5814 疏球大

河西万文 山梨県大月市彼橋町殿上483-1
〒409-06 TEL05542・2-6174 都留文科大

河内成幸 多摩市桜ケ丘4-26-33
〒192-02 TEL0423-71-4687 福岡教育大

川西祐三郎 神戸市東灘区御影山手1-7-11 

加麓清美

加藤れい子

加藤茂外次

加山又造

城所祥

北岡文雄

清塚紀子

木村秀樹

木村繁之

小林清子

小林次男

小林基輝

黒田茂樹

斎藤寿一

佐藤行信

酒井忠臣

笹本純

坂田和之

渋谷和良

設楽知昭

干658 兵庫教育大、奈良教育大

世田谷区似上水1-10-3
〒156 女子美大

崎玉県狭山市入間JlI4-25-23ハウス2008
干350-13 TEL0429-53-9174 女子美大

愛知県春日井市岩成台8-4-1岩成台西団地601練212号
〒487 TEL05616-2-5404 名古屋造形芸術短大

横浜市鶴見区東寺尾5-3-29
〒230 TEL045-573-6675 多摩美大

八王子市本町35-6
〒192 TEL0426-22-5857 武蔵野美術学園

杉並区和泉2-27-8
〒168 TEL03-328-8361 武蔵野美術学園

板僑区上板紙2-48-2-808
〒173 TEL03-955-2300 造形大

大津市比叡平3-10-5
〒520 暖峨短大

国立市中1-17-1
〒186 TEL0425-73-3025 多摩美大

川崎市宮前区野川4090-1野川住宅2-403
〒213 TEL044-751-0483 女子美大

日野市高幡566高幡市営団地204号
〒191 TEL0425-93-3273 東洋美術

崎玉県三郷市早稲田1-13-10
〒341 TEL0489-58-2031 女子美大

横浜市金沢市六浦町303
〒236 TEL045-781-4715 東洋美術

川崎市幸区塚越3-375
〒210 TEL044-522-2007 和 光大

武蔵野市吉祥寺東町2-6-10和光荘 6号
〒180 TEL0422-21-8992 東洋美術

福岡県宗像市田熊1254-35
〒811-34 TEL09403-7-0728 九州産業大

秋回市寺内児桜281-4児桜住宅1-406
〒011 TEL0188-33司 5261 秋 田 大

静岡県藤枝市若王子2-14-10
〒426 TEL0546-43-5921 常業短大

福生市福生1983アメ リカンピレ yジP32
〒197 TEL0425-52-4892 芸大

愛知県久手町岩作字三ヶ峰1-1大学教貝住宅4-4
〒480-11 TEL05616-2-7447 愛知芸大



砂会員名簿

鴫 剛 大津市御陵町1-3別所合同宿舎1011
干520 滋 l~ 大

清水昭八 小金井市梶野町4-16-27
〒184 TEL0423-83-3733 武蔵野美大

清水 教 札幌市笠平区月寒東4条16丁目5-2
干061-01 TEL0l1-851-9640 北海道女子短大

島田章三 名古屋市昭和区高峰町143-18
干466 TEL052-832-9385 愛知芸大

白井嘉尚 藤枝市仮宿664静大宿舎1235
干426 TEL0546-43-5347 猪岡大

白木俊之 茨城県新治郡桜村梅園2-8-13
〒305 TEL0298-52-0710 筑波大

園山晴己 世田谷区野毛2-19-2
干158 TEL03-701-6563 造 形 大

傍嶋康博 千葉県船橋市喜野井4-8-14
千274 TEL0474-63-3240 

田中 孝 大津市比叡平2-14-18
〒520 TEL0775-29-0530 

田村文雄 小平市学園西町2-12-8
干187 TEL0423-43-7282 

武市 勝 山口県山口市大内御堀2980-6
干747-13

高山 登 仙台市鈎取上野山14-663
干980 TEL0222-43-2605 

都留文科大

京者1¥精華大

京都芸大

女子美大

山 口 大

宮城教育大

滝 純一 宗像市宗像町日の里子1-4-402
〒836 TEL0940-36-0493 福岡教育大

滝沢光広 愛知県ー富市大和町代永1219
〒491 TEL0586-44-3330 名古屋造形短大

畏宗我部友子 大津市比叡平3丁目42-14
干520 TEL0775-29-0376 成安女子短大

津地威汎 徳島市中吉野町3-11-2
〒770 徳 島 大

辻 親造 名古屋市中村区稲葉地町7-1
干453 名古屋造形芸術短大

永井研治 八王子市子安町1-29-1
干192 TEL0426-44-4476 武蔵野美大

中林忠良 崎玉県上福岡市駒林437
干356 TEL0492-63-1970 芸 大

柳楽節子 兵庫県神戸市長田区上池田3-11-12
干653 TEL078-691-8354 兵庫女子短大

西 真 京都市北区平野上柳町28-21
干603 嵯峨短大

野沢1噂行 岡崎市明大寺町字飢塚14-2サンハイツ岡崎A-407 
〒444 愛知教育大

野田哲也 小金井市本町3-14-14
干184 TEL0423-81-9371 芸大

馬場 章 川崎市宮前区宮崎1-5-23峰尾ピルB剖 3
〒213 TEL044-855-8217 女子美大

馬場槽男 被浜市金沢区富岡西村 ー20
干236 TEL045-772-1770 造 形 大

橋本文良 京都市北区紫竹西北町33-12
干603 京都精華大

塙太久馬 川崎市多摩区堰42-9 武蔵野美大

干214 TEL044-822-8492 武蔵野美術学園

浜西勝則 著書野市千村742-15小田急渋沢ハイツ1-508
〒259-13 TEL0463-87-3779 東海大

原 健 世田谷区野沢3-13-17 造 形 大

干154 TEL03-421-2980 芸大

平川晋吾 宇都宮市峰町350
干150 宇都宮大

広畑正剛

深尾庄介

深沢幸雄

福岡奉彦

吹田文明

深草広平

府川誠

星野美智子

藤岡慎

筆塚稔尚

堀井英男

前川直

舞原克典

松川幸寛

松浦昇

松島順子

丸山浩司

馬測 聖

皆川孝一

富田克人

宮下登喜雄

武蔵篤彦

村上文生

村上喜男

森俊夫

森正一

森岡完介

郎

現

品

川

哲

瑚

下

中

rm

山

山

山

世凶谷区亦'堤3-5-2
干156 TEL03-324-0532 

世田谷区下馬会17-2
〒154 TEL03-414-6034 

千葉県市原市餓鉾308
〒290-04 TEL0436-88-2034 

上位市西城町1-10商城宿舎1-203
〒943 TEL0255-22-0807 

世田谷区砧3-33-4
〒157 TEL03-417-7123 

佐 î~市本庄町西寺小路884 -3
干840 TEL0952-22-1751 

平塚市平塚1037
干254 TEL0463-33-0210 

杉並区普悩寺1-14-10
干167 TEL03-390-5517 

横浜市戸塚区上郷町1707-19
〒247 TEL045-894-4923 

所沢市上新井784-4
干359

八王子市宇津木町940-79
干192 TEL0426-45-3756 

岩手県雌岡市茶畑1丁目1-6-411
干020

守山市川田町1548-13
干524 TEL07758-3-0028 

松本市空港東区8775-31
干390-11

岐阜県大垣市上面二丁提唐

〒503

大問区田隆IWtI布4-29-25
干145 TEL03-721-3062 

福品市法爽町68-34-3
干960 TEL0245-49-0903 

神奈川県茅ヶ時市芹沢2511-2
〒253 TEL0467-5H497 

狭山市北入曽521-3
〒350-13 日本大学芸術学部

高知県高知市小津町10-41-532号
干780

府中市新町1-12
干183 TEL0423-61-5634 

名古屋市西区山木2-34-3
干452 TEL052-502-1472 

京都市右京区太秦原面影町6-1
〒616

弘前市御幸町16-19北奥舎

〒036 弘前大

涜都府綴喜郡宇治田原町大字岩山小字丸山1-40
干610-02 京都文教短大

静岡市西千代田町1-17
干420

ニE川大

造形大

跡見州大

多摩美大

上越教育大学:

多摩美大

佐 t'i大

法 ，r〆
げ
作
付

-1)..千美大

多摩美大

主主 大

'11-. 
JJi 形

岩手大

京高1¥芸大

ti¥本w大

大!][女チ1'.i.大

女-F美大

福仏大

広 )Jj大

高知大

学芸大

稲同教育大

名古屋芸大

嵯峨短大

常葉大

名古屋市昭和区川名本町3-39
干466 TEL052-762-6625 名古屋造形短大

福岡市東区香住ケ丘2-23-11
〒813 九州産業大

浦和市鹿手袋465-1鈴木コーポ202
干336 TEL0488-63-3260 

町田市広袴443-10
干194-10 TEL0427-34-5117 東海大
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険会員名簿

山本富章 愛知県愛知郡長久手町岩作三ヶ峰1-1芸大第3住宅3-5
〒480-11 TEL05616-2-7526 愛知芸大

山本 容子 大津市比叡平 3丁目10-8
干520 TEL0775-29-0350 成安女子短大

文京区千駄木5-19-3~山マンション 302山口純寛

横田嘉雄

干113 TEL03-821-8096 都留文科大、芸 大

岐阜市日野3968-352
〒500 TEL0582-47-6552 山田学園家政短大

吉田 東 福岡市南区大字塩原226
干815 TEL092-541-1431 九州芸工大

大阪府高槻市塚原6-18 ~14吉原英雄

吉田穂高

干569 TEL0726-96-2286 京都芸大

三鷹市井/頒1-13-40 女子美大

干181 TEL0422-44-3923 日本大学芸術学部

吉本 弘

事修平

若生秀ニ

渡辺違正

若月公平

愛知県愛知郡日進岩崎元井ゲ17-97
干470-01 TEL05617-2 - 3~65 愛知芸大

284 CENTER STREET ENGLEWOOD CLIFFS.N.] 
07632 TEL201-871-0554 SETON HALL UN1VERSITY 

日野市旭ケ丘1-20-19泰山荘C-201
干191 TEL0425-83-0481 

八王子市鹿島22-1-208
〒192-03 TEL0426-75-1655 

造 形 大

多摩美大

東村山市美住町2-11-1ノj、山7 ンションIOE
干189 TEL0423-91-6407 武蔵野美大

砂一般会員名簿

阿部浩 相模原市東林間7-9-5
干228 TEL0427-42-3070 

東谷 武 美 埼玉県上福岡市駒林436-3
千356 TEL0492-63-4779 

出 原 司 京都市中京区姉小路堀川東入ル
干604 TEL075-221-5658 

梅津祐司 板橋区蓮沼7-7ハスヌマアバルト 7 ン
〒174 TEL03-965-8918 

梅沢和雄 大富市植竹町1-537
〒330 TEL0486-66-4238 

太 田 広 神奈川県横浜市旭区鶴ケ峰1-28C-21号
千241 TEL045-371-2561 

阿部 徳 三 神奈川県秦野市渋沢158
干259-13 TEL0463-88-0743 

木村希八 鎌倉市山崎1350-4
干248 TEL0467-45-2223 

久保卓治 相模原市上鶴間7-8-1-519
千228 TEL0427-48-7769 

佐藤逸平 鎌倉市台4-13-12
〒247

高橋貴和 宮城県名取市名取ヶ丘5-1-1
干981-12

多国益也 広島市佐伯区五日市町五月ケ丘3-14-6
〒738-08

燈野寿蔵 愛媛県伊予市灘町4丁目
〒799-21

長谷川光輝 鎌倉市二階堂851
干248 TEL0467-25-1459 

萩 原 英 男 中野区上高田5-33-8
干164 TEL03-386-0192 

三 木 淳 史 市川市平田1-13-2
〒272 TEL0473-22-1948 

渡辺満 町田市高ヶ坂1634-61
〒194

21 会報 NoJ4ー

砂賛助会員名簿

新日本造形 中野区新井 1-42-8
〒165 TEL 03-389-1221 

サクラクレ'"ス 千代田区神田三崎町3-1-16
〒101 TEL 03-263-4221 

ヌーベルセンター 千代田区神田三崎町3-1-16
クレパスビノレ内ヌーベノレ

〒101 TEL 03-262-4221 

大阪フォルム画廊 中央区銀座6-3-2ギャラリーセンターヒソレ5階
干104 TEL 03-571-0833 

日本版画保存会 川崎市多摩区猿戸 3460吉沢英哲方

干214 TEL 044-911-9041 

渡辺木版美術画舗 中央区銀座8-6-19 
干104 TEL 03-571-4684 

山田商会 中央区八重洲2-6-10
干104 TEL 03 -281-1667・8537

レッドランタン版画舗 京都市東山区新門前通例中之町236
干605 TEL 075-561-6314 

萩原市蔵商唐 千代田区神田紺屋町43
干 101 TEL 03-256-3591 

芸大画 翠 台東区上野公開12-8東京芸術大学内

干100 TEI. 03-821-7056 

ベンテル 千代田区東神田2-1-6 
干101 TEL 03-866-6161 

マルチコカレアートセンター 港区芝浦4-6-4 7う村工芸社
(乃村工芸) 干 108 TEL 03-455-1171 

ギャラリーカプセル 中央区銀座8-16-IOB401堀江強志

干104 TEL 03-541-4676 

丸の内画廊 千代田区丸の内3-2-3富士ビノレlF
干100 TEL 03-213-8705 

びけん(本庖) 世 田谷区尾山台3-33-5 
干158 TEL 03-702-2118 

文 房 堂 千代目区神田神保町1-21 
干 101 TEL03-291-3441 

自動画廊 中央区銀座 5-3-16 
〒104 TEL 03-571-2553 

画荘ヴィナス 新宿区西新宿 ト15-13月半ビル内

干160 TEL 03-346-2728 

画 重量 堂 京都市下京区河原町五条上/レ
干600 TEL 075-791-6131 

クラタ商庖 大阪市鶴見区茨回諸口町1118
干538 TEL 06-911-6561 

酒弁民雄 大垣市郭町3丁目酒井書庖

干503

菊田商庖 文京区本豹込3-8-2 
千113 TEL 03-821-7131 

武蔵野美術学園 武蔵野市吉祥寺東町3-3-7
干180 TEL 0422-22-8171 

シロタ画廊 中央区銀座7-10-8高橋ビル地下1階
干 104 TEL 03-572-7971-2 

養 i宵堂画廊 中央区銀座 5-5-15 
干 104 TEL 03-571-2471 

阿部出版版画芸術 目黒区上目黒4-30-12 
干153 TEL03-715-2036・2046

日本オリビエ 港区赤坂1-1-2フランス銀行ビル内

〒107 TEL 03-582-0871 (順不同)



サワヲ版画鎗具困
株式会社サワヲ仰Jtス

文房堂の版画材料
( 木 版 ・銅版・石版)

資料をご請求下さい
東京都千代田区神田神保町 1ー 21 TEL(03)291-3441(代)

石版・銅版・木版

武蔵野美術学園

1年修版画科
良い版材は良い地金

版画用・鋼板・亙鉛板・リト用・ジンク板・アルミ板

藷萩原市蔵商庖
東 京都千代田 区 神田紺 屋 町 43番 地

電 話 東京 (256)3591番 (代表)
武蔵野市吉祥 寺東 町 3-3-7 

洋画・デザイン材料・額縁・石膏像・版画

電量F守詳 面lヨ芋
事fll'玄位 一-ー

本 庖 〒460名 古 屋 市 中 区 新 栄 町 3-6 
TEL く052> 9 6 1 -0 5 9 1 (代)
干160東京都新宿区西新宿1丁目15ー13
TEL < 03 > 346 - 2 7 2 8 (月半ビル内 )

タ商盾
大阪市鶴見区茨回諸口町1118

TEL 06-911-6561 
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石版画用ジンク研磨

ク版画用材料専門庖
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東京営業所

。大阪フォルム画廊

創業 53周年

日動画廊

. ヌーヘルアーチスツ柑Ili:品

l~[・q・1I EiiiiE土共
闘司圃 日記インター

ラウニー画事

社 大阪市東区大川町27 住友生命淀屋橋ビlレ8階
TEL 06-201-3041(代)

東京庖 東京都中央区銀座6-3-2ギャラリーセンタービル5階
TEL 03 -571-0833 

本

ふ一
A日本版画保存

川崎市多摩区登戸 3460 吉沢英哲方

干 214 TEL. 044-911-9041 

。凶が。~~色~a
T~彩(不透明水彩)

~ of(4"t"lS株式会社

令養清堂画廊
中央区銀座5-5-15 でんわ 571-2471

翠
東京都台東区上野公園

芸術大学内宮 (821)7056 

画

丸の内画廊
干100千代田区丸の内3-2-3富士ビノレlFTEL 03-213-8705 



版画専門メーカー I <新日本造形/本社5階〉

目新日本造形(株)ISNZ版画工房

*エ ッ チ ン グ

*リトグラフ

*シlレクスクリーン

東京本社 〒165
東京都中野区新井 1-42-8 TEL 03-389-1221 

大阪支社 〒540

大阪市東区森ノ宮中央 1-6 -20 TEL 06-943-1141 

大学版画研究会

事務局 武蔵野美術大学版画研究室

どなたでも、自由にお使いいただける唯一の版画工房です。

・毎日AM.9:00-PM.5: 00 (日曜 ・祭日休み)

・2陣師指導日 :毎週水 ・土曜の午後

※プレス機、用具他完備グ

入会金、使用料、指導料一切不要.グ

干 187東京都小平市小川町|一736 TEL.0423-41-5011 (内線301)
〈編集スタッフ:池田良二/木村繁之/小林次男/園山晴己/若月公平〉


